

















センサスの結果を，植林地，広葉樹それそ。れについて，草地 (1箇所)， 10年生年以下 (3
箇所)， 11-50年生 (3箇所)， 50年生越え (3箇所)，合計4カテゴリーにわけでデータを
プールした。種数は広葉樹二次林においても、植林地においても、草地と 10年以下の若齢
林で最も多く、 50年以上の林分では顕著に減少した。また同じカテゴリーの林分間で比べ
ると、広葉樹林に見られる種数は植林地のそれよりも常に多かった。一方、 10年以下の若
齢林では広葉樹林と植林地の間でチョウ種の共通係数が高かったが、林齢の増加に伴って
減少した。さらに、林齢が増加するに伴って、広葉樹林と植林地に共通して見られる種数
(共通種数)に対する広葉樹林のみに見られる種(広葉樹種)の割合が増加した。植林地
のみに見られる種(植林地種)も同時に存在したが、その種数は広葉樹種より常に少なか
った。以上から、植林地は初期の段階では広葉樹内の草地環境の代替的な意味を果たして
いるが、林齢の増加にともない、広葉樹種は植林地から消えていくために、地域全体とし
てはチョウ全体の多様性も減少することが予想される。
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